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４
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内
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内
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香
岩
寺（
栄
一
丁
目
）の
七
福
神
と
一
緒
に

香
岩
寺（
栄
一
丁
目
）の
七
福
神
と
一
緒
に



きらりとひかる田園都市みさと

〈
内
容
〉
こ
ど
も
医
療
費
支
給
事
業

に
つ
い
て
、
対
象
と
な
る
こ
ど
も

の
範
囲
を
「
満
15
歳
に
達
す
る
日

以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の

間
に
あ
る
者
」
か
ら
、「
満
18
歳
に

達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31

日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
」
に
拡
大

す
る
も
の
で
す
。

▽�

本
会
議
や
委
員
会
で
は
次
の
よ

う
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

問　
拡
大
に
至
る
ま
で
の
経
緯
は
。

答　
こ
ど
も
医
療
費
支
給
制
度
に

つ
い
て
は
、
令
和
４
年
10
月
診
療

分
か
ら
、
現
物
給
付
（
窓
口
支
払

い
な
し
）
と
な
る
対
象
医
療
機
関

を
市
内
か
ら
県
内
へ
拡
大
し
た
。

　
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

物
価
高
騰
に
よ
る
子
育
て
世
帯
の

負
担
軽
減
、
児
童
の
心
身
の
健
康

の
保
持
等
を
は
か
る
た
め
、
子
育

て
支
援
施
策
の
充
実
の
一
助
と
し

て
、
令
和
５
年
４
月
１
日
診
療
分

か
ら
18
歳
年
度
末
の
児
童
ま
で
に

対
象
者
を
拡
大
す
る
こ
と
と
し
た
。

問　
申
請
方
法
及
び
周
知
方
法
は
。

　
新
た
に
対
象
と
な
る
児
童
の

議
案
第
76
号
　
三
郷
市
こ
ど
も

医
療
費
支
給
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

問答

保
護
者
に
は
、
こ
ど
も
医
療
費
受

給
資
格
の
登
録
申
請
を
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
個

別
に
申
請
勧
奨
を
行
う
予
定
で
あ

る
。
ま
た
、
既
に
対
象
と
な
っ
て

い
る
中
学
生
以
下
の
児
童
に
関
し

て
は
、
新
し
い
受
給
資
格
証
を
送

付
予
定
で
あ
る
。　

　
そ
の
ほ
か
、
市
の
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
メ
ー
ル
配
信
等
で
周

知
し
て
い
く
。

問　
主
な
財
源
は
。

答　
条
例
改
正
に
よ
る
こ
ど
も
医

療
費
の
増
額
部
分
に
つ
い
て
は
、

全
額
、
市
の
一
般
財
源
か
ら
ま
か

な
う
。

問　
対
象
人
数
と
金
額
は
。

答　
新
た
に
対
象
と
な
る
人
数
は

約
３
千
５
百
人
で
あ
る
。
金
額
と

し
て
は
、
入
院
分
と
し
て
約
１
千

万
円
、
通
院
分
と
し
て
約
９
千
万

円
の
、
合
計
約
１
億
円
の
増
額
を

見
込
ん
で
い
る
。

の
要
望
と
し
て
繰
り
返
し
主
張

し
て
き
た
こ
と
が
実
現
す
る
こ

と
か
ら
賛
成
」な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。

　
続
い
て
採
決
の
結
果
、全
議
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
最
終
結
論
を
出
す
本
会
議
で

は
、常
任
委
員
長
が
委
員
会
の
審

査
内
容
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、討
論
で
は
、「
入
院
時
の

食
事
代
の
助
成
や
、国
と
し
て
の

制
度
化
を
強
く
求
め
る
が
、市
民

答

答

答

問

問問

12月定例会に上程された議案のうち、特に市民の方々に関連の深い議案が、どのように審議12月定例会に上程された議案のうち、特に市民の方々に関連の深い議案が、どのように審議
されたか、その要旨をお知らせします。されたか、その要旨をお知らせします。

論点

論点論点

　12月定例会には、市長　12月定例会には、市長
から19議案が提出され、から19議案が提出され、
原案通り可決しました。原案通り可決しました。

12月定例会
11/28〜12/9

こども医療費の支給対象をこども医療費の支給対象を
18歳まで拡大します18歳まで拡大します
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目  的
　三郷市議会における個人情報の適切
な取り扱いに関し必要な事項を定める
とともに、議会の事務の適正かつ円滑
な運営を図りつつ、
個人の権利利益を
保護する目的とす
るものです。

条例の主な内容
・�議会が保有する個人情報の取り扱いについて必要な
事項を定める。
・�議会が保有する個人情報の本人による開示、訂正及
び利用停止を求める権利について定める。
・�議長は、議会が保有している個人情報ファイル（個
人情報のデータベース）について、個人情報ファイ
ル簿を作成し、公表しなければならないことについ
て定める。
・�議会の事務局の職員又は職員であった者等が、正当
な理由がないのに、個人の秘密に属する事項が記録
された個人情報ファイルを提供したとき等の罰則に
ついて定める。

新
春
の
ご
挨
拶
を申

し
上
げ
ま
す

　新春の候、皆様におかれましてはご清祥のこととお慶
び申し上げます。
　昨年は市制施行50周年を迎え、発展を続けている三
郷市がさらなる飛躍を遂げ、皆様の期待に応えられるよ
う議員一同、全力で取り組んでまいる所存でございます。
　皆様の一層のご支援・ご協力を賜わりますようお願い
申し上げますとともに、長引くコロナ禍が一日も早く終
息し、本年が明るく希望の持てる年になりますよう、祈
念申し上げます。

三郷市議会　議長

武居　弘治

三郷市議会の個人情報の保護に関する条例

議案第83号議案第83号
三郷市議会の個人情報の三郷市議会の個人情報の保護に保護に
関する条例関する条例

三郷市議会の個人情報の保護に関する条例を制定しました三郷市議会の個人情報の保護に関する条例を制定しました
　個人情報の保護に関する法律（平成15年法律第57号）が令和３年に改正（令和５年４月１日施行）され、
令和５年４月１日から個人情報保護制度の法体系が変わります。
　三郷市議会が保有する個人情報については、現在、三郷市個人情報保護条例で保護しておりますが、法体
系が変更されると、地方議会は基本的にその適用から除外されることとなります。そのため、これまでと同
様に三郷市議会における個人情報を保護し、その取扱いにおいて執行機関と差異が生じることがないように
するために、議会独自の条例を新たに制定しました。
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きらりとひかる田園都市みさと

議
員　
「
ユ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
」と
は
、若

者
の
成
長
を
手
助
け
す
る
専
門
ス
タ
ッ

フ
で
、居
場
所
の
提
供
や
地
域
社
会
と

の
橋
渡
し
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。

欧
州
諸
国
か
ら
始
ま
り
日
本
で
も
広
が

り
を
見
せ
て
い
る
。市
で
も
、青
少
年
支

援
の
す
そ
野
を
広
げ
る
た
め
、ユ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
養
成
講
座
を
実
施
し
、官
民

協
働
で
支
援
の
拡
大
を
図
る
べ
き
と

考
え
る
。さ
ら
に
、青
少
年
が
学
校
や
家

　市民の要望を市政に反映させるための一般質問は、各種の
行政課題を取り上げて、２日間にわたり11人の議員が活発な
論戦を展開しました。 ※記事掲載は順不同。内容は一部抜粋しています。

市政に対する 一般質問
質 問 議 員

鳴海　和美　　西村寿美枝　　寺沢　美紗　　佐々木　修
柳瀬　勝彦　　工藤智加子　　宇治由紀子　　佐藤　智仁
渡邉　雅人　　加藤　英泉　　深川　智加

「
ユ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
養
成
講
座
」と

「
ユ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
養
成
講
座
」と

青
少
年
の
居
場
所
つ
く
り
に
つ
い
て

青
少
年
の
居
場
所
つ
く
り
に
つ
い
て

議
員

庭
以
外
に
集
う
場
は
、社
会
性
や
自
己

肯
定
感
を
養
え
る
場
と
し
て
必
要
性
が

論
じ
ら
れ
て
い
る
。青
少
年
ホ
ー
ム
を

誰
も
が
自
由
に
ふ
ら
っ
と
通
え
る
場
と

し
、様
子
を
見
守
り
、相
談
が
で
き
る
体

制
を
つ
く
る
べ
き
だ
が
見
解
は
。

生
涯
学
習
部
長　
「
ユ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
」

は
、若
者
の
声
を
聞
き
必
要
な
支
援
に

つ
な
ぐ
重
要
な
存
在
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。市
で
は
、埼
玉
県
か
ら
委
嘱
さ
れ

て
い
る
三
郷
市
青
少
年
相
談
員
が
、青

少
年
ホ
ー
ム
を
利
用
す
る
子
ど
も
た
ち

の
良
き
話
し
相
手
、相
談
相
手
と
な
り
、

一
緒
に
行
動
し
、青
少
年
が
安
心
で
き

る
居
場
所
つ
く
り
に
努
め
て
い
る
。青

少
年
ホ
ー
ム
が
、様
々
な
悩
み
や
問
題

を
抱
え
る
青
少
年
に
と
っ
て
安
心
で
き

る
居
場
所
と
な
る
よ
う
、ま
た
、そ
の
担

い
手
の
養
成
に
つ
い
て
他
自
治
体
の
取

り
組
み
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　
子
育
て
問
題
な
ど
。

議
員　
わ
が
市
は
住
み
や
す
い
ま
ち
と

し
て
外
国
籍
住
民
が
増
え
て
い
る
が
、

「
防
災
行
政
無
線
が
わ
か
ら
な
い
」と
い

う
心
配
の
声
が
届
い
て
い
る
。

　
市
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
防
災
行

政
無
線
の
内
容
な
ど
を
発
信
し
て
い
る

「
三
郷
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
」を
多

言
語
で
お
こ
な
い
、外
国
籍
住
民
の
か

た
に
日
常
的
に
利
用
し
て
頂
く
こ
と

で
、い
ざ
と
い
う
災
害
時
等
に
、必
要
な

情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。即
時

性
の
あ
る
情
報
発
信
を
、多
言
語
で
お

こ
な
う
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、自

動
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
英
語
、中
国

語
、韓
国
語
に
翻
訳
で
き
、広
報
み
さ
と

は
、専
用
ア
プ
リ
に
よ
り
英
語
等
10
の

言
語
に
よ
る
翻
訳
と
、９
の
言
語
に
よ

る
音
声
読
み
上
げ
が
可
能
で
あ
る
。三

郷
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、多
言
語
に
対
応
し
て
い
な
い
た
め
、

先
進
自
治
体
に
お
け
る
外
国
籍
住
民
へ

の
情
報
伝
達
の
手
法・内
容
等
も
含
め
、

調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

市
民
経
済
部
長　
外
国
籍
住
民
へ
の
行

政
情
報
の
発
信
手
段
と
し
て
、英
語
版

情
報
誌「
ミ
サ
ト
ビ
ュ
ー
」を
年
４
回
、

各
１
２
５
０
部
発
行
し
て
お
り
、市
政

情
報
等
を
掲
載
し
て
い
る
。近
年
外
国

籍
住
民
が
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
、相

談
窓
口
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、言
語

の
壁
に
よ
る
情
報
格
差
が
生
じ
な
い
よ

う
更
な
る
紙
面
の
充
実
に
努
め
て
い

く
。

そ
の
他
の
質
問　
教
育
問
題
な
ど
。

そ
の
他
の
質
問

生
涯
学
習
部
長

総
務
部
長

市
民
経
済
部
長

多
言
語
に
よ
る

多
言
語
に
よ
る

三
郷
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
を

三
郷
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
を

青少年ホーム青少年ホーム

そ
の
他
の
質
問

議
員
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一般質問

票
の
導
入
が
現
実
的
に
な
っ
て
き
た
わ

け
で
あ
る
。さ
ら
に「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

投
票
に
関
す
る
技
術
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
」で
実
装
方
法
が
検
討
さ
れ
て

い
る
が
、現
時
点
で
ま
と
め
直
せ
ば
、こ

の
際
に
挙
げ
ら
れ
た
技
術
的
な
問
題
は

ほ
ぼ
解
決
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

高
齢
化
が
進
む
中
、投
票
所
に
行
か
な
い

と
投
票
で
き
な
い
現
状
の
仕
組
み
に
つ

い
て
、改
善
や
工
夫
が
必
要
と
考
え
る

が
、選
挙
管
理
委
員
会
の
見
解
を
伺
う
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　
ネ
ッ
ト

投
票
に
つ
い
て
は
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
等
の

問
題
が
ク
リ
ア
さ
れ
れ
ば
、ネ
ッ
ト
弱
者

へ
の
対
応
は
別
途
考
慮
す
べ
き
だ
が
、デ

メ
リ
ッ
ト
よ
り
も
メ
リ
ッ
ト
の
方
が
は

る
か
に
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。し
か

し
、ネ
ッ
ト
投
票
を
実
際
に
行
う
場
合
に

は
、公
職
選
挙
法
等
の
改
正
が
必
要
に
な

る
と
見
込
ま
れ
る
た
め
、現
段
階
で
は
国

の
動
向
、議
論
の
方
向
性
を
見
守
り
た

い
。

そ
の
他
の
質
問　
指
定
管
理
に
つ
い
て

な
ど
。

議
員　
令
和
４
年
10
月
28
日
よ
り
、大
塚

正
樹
教
育
長
の
も
と
新
体
制
と
な
り
、三

郷
の
教
育
の
新
た
な
前
進
を
期
待
し
て

い
る
。「
令
和
４
年
度
三
郷
市
の
教
育
」の

中
で
、特
色
あ
る
教
育
と
し
て
外
国
語
教

育
の
充
実
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
を
挙

げ
て
お
り
、英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

を
実
施
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、変
化
の
激
し
い
時
代
に
お
い

て
、よ
り
一
層
、学
校・
保
護
者・
地
域
が

一
体
と
な
っ
た
学
校
運
営
が
求
め
ら
れ

る
と
考
え
る
が
、三
郷
の
教
育
に
つ
い
て

の
展
望
を
伺
う
。

教
育
長　
急
激
に
変
化
す
る
時
代
、社
会

の
在
り
方
が
劇
的
に
変
わ
り
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
等
予
測
困

難
な
中
、学
校
教
育
は
、子
ど
も
た
ち
の

こ
れ
か
ら
の
三
郷
の

こ
れ
か
ら
の
三
郷
の

教
育
に
つ
い
て

教
育
に
つ
い
て

多
様
化
へ
の
対
応
や
、教
師
の
長
時
間
労

働
な
ど
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

今
後
も
課
題
解
決
を
目
指
す
と
と
も
に
、

三
郷
の
教
育
が
積
み
上
げ
て
き
た
成
果

を
生
か
し
、夢
を
育
む
教
育
を
継
承
し
て

い
く
。

　
引
き
続
き
、木
津
市
長
が
掲
げ
る「
人

に
も
企
業
に
も
選
ば
れ
る
魅
力
的
な
ま

ち
」に
寄
与
で
き
る
よ
う
、学
校・
家
庭・

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、子
ど
も
や
若
者

の
成
長
を
支
え
、持
続
的
で
質
の
高
い
教

育
の
実
現
に
向
け
、力
を
尽
く
し
て
い

く
。

そ
の
他
の
質
問　
読
書
問
題
。

議
員　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
ス
マ

ホ
の
普
及
に
よ
り
、市
県
民
税
や
介
護
保

険
料
な
ど
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で

簡
単
に
納
付
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ

た
。さ
ら
に
、市
役
所
で
の
申
請
手
続
き

時
の
混
雑
状
況
を
把
握
で
き
れ
ば
、よ
り

利
便
性
の
向
上
に
な
る
と
考
え
る
。そ
こ

で
、申
請
時
の
受
付
番
号
を
モ
ニ
タ
ー
表

示
し
て
、そ
の
画
面
を
市
の
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
で
ラ
イ
ブ
配
信
す
れ
ば
、市
役
所
内
で

の
混
雑
状
況
を
確
認
す
る
事
が
で
き
、

待
ち
時
間
の
短
縮
や
待
合
ス
ペ
ー
ス
で

の
密
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
。さ
ら

に
、混
雑
が
分
散
す
る
こ
と
で
職
員
の
業

務
量
の
平
準
化
に
も
繋
が
る
と
考
え
る

が
、今
後
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
配
信
の
取
組

に
つ
い
て
、市
の
考
え
は
。

企
画
政
策
部
長　
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
受

付
番
号
の
呼
び
出
し
表
示
を
配
信
す
る

こ
と
で
、事
前
に
窓
口
の
混
雑
状
況
な
ど

を
確
認
で
き
る
た
め
、場
合
に
よ
っ
て
は

市
役
所
に
行
く
日
を
変
更
す
る
、証
明
書

を
コ
ン
ビ
ニ
交
付
機
で
取
得
す
る
な
ど
、

多
く
の
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。さ

ら
に
、手
続
き
時
間
の
短
縮
化
や
密
集
回

避
、業
務
量
の
平
準
化
等
も
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、先
進
事
例
の
調
査
研
究
を
行

い
、実
施
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い

く
。

そ
の
他
の
質
問　
公
園
整
備
な
ど
。

議
員　
２
０
１
７
年
に
総
務
省
内
に
立

ち
上
げ
ら
れ
た「
投
票
環
境
の
向
上
方
策

等
に
関
す
る
研
究
会
」で
在
外
投
票
の
利

便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
検
討
が
行

わ
れ
、対
応
す
べ
き
課
題
を
解
決
す
れ
ば

在
外
投
票
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
を

実
現
す
る
こ
と
は
可
能
と
い
う
結
論
が

出
て
い
る
。今
後
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投

申
請
手
続
き
等
の

申
請
手
続
き
等
の

利
便
性
の
向
上
に
つ
い
て

利
便
性
の
向
上
に
つ
い
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
に
つ
い
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
に
つ
い
て

議
員

教
育
長

そ
の
他
の
質
問

議
員

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

議
員

企
画
政
策
部
長

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
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きらりとひかる田園都市みさと

沢
山
の
特
産
物
が
生
み
だ
さ
れ
て
地
場

産
業
活
性
化
を
図
っ
て
き
て
い
る
が
、販

売
ス
ペ
ー
ス
と
管
理
が
難
し
い
こ
と
か

ら
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
の
販
売
に
は

至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。こ
う

し
た
問
題
を
解
決
し
、文
化
セ
ン
タ
ー
で

も
特
産
品
販
売
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

地
産
地
消
に
貢
献
し
て
は
ど
う
か
。

市
民
経
済
部
長　
高
州
地
区
文
化
セ
ン

タ
ー
は
、立
地
か
ら
も
特
産
品
の
販
売
に

適
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、ス
ペ
ー

ス
、新
た
な
人
員
配
置
の
必
要
性
、商
品

の
品
質
及
び
売
上
金
の
管
理
な
ど
の
課

題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、指
定
管
理
者
や
関

連
部
署
等
と
と
も
に
今
後
も
先
進
的
な

事
例
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　
公
営
住
宅
問
題
な
ど
。

議
員　
子
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
が
成
立

し
、市
長
は「
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の

設
置
」を
公
約
に
掲
げ
て
い
る
。設
置
法

に
は「
子
ど
も
の
年
齢
及
び
発
達
の
程
度

に
応
じ
、そ
の
意
見
を
尊
重
し
、そ
の
最

善
の
利
益
を
優
先
し
て
考
慮
す
る
こ
と

を
基
本
と
す
る
」と
あ
る
。子
ど
も
の
成

長
発
達
と
権
利
が
保
障
さ
れ
る
よ
う
に
、

１
９
４
８
年
か
ら
変
わ
ら
ぬ
保
育
士
の

配
置
基
準
の
見
直
し
と
公
定
価
格
の
抜

本
的
な
引
き
上
げ
が
必
要
で
あ
り
、地
方

か
ら
声
を
上
げ
国
に
要
望
す
る
べ
き
で

あ
る
。ま
た
、市
は
一
部
、国
の
基
準
よ
り

も
園
児
に
対
す
る
保
育
士
の
設
置
基
準

を
上
乗
せ
し
て
い
る
。こ
れ
を
他
の
年
齢

に
拡
充
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、市
の

見
解
は
。

子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
優
先
し
、

子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
優
先
し
、

保
育
士
の
配
置
基
準
を
見
直
し
を

保
育
士
の
配
置
基
準
を
見
直
し
を

市
長　
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」の
設

置
に
つ
い
て
は
、第
５
次
三
郷
市
総
合
計

画
前
期
基
本
計
画
に
掲
げ
る
三
つ
の
重

点
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る「
質
の
高
い
教

育
と
切
れ
目
な
い
子
育
て
支
援
の
強
化

～
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
る・夢
を

育
む
～
」の
理
念
の
も
と
、子
育
て
世
帯

を
包
括
的
に
支
援
す
る
た
め
、取
り
組
ん

で
い
く
。

子
ど
も
未
来
部
長　
配
置
基
準
の
見
直

し
は
保
育
現
場
の
環
境
改
善
に
繋
が
る

と
認
識
し
て
い
る
が
、必
要
な
保
育
士
の

人
数
が
確
保
で
き
な
く
な
る
等
の
課
題

も
あ
る
。市
と
し
て
は
、保
育
現
場
に
お

け
る
実
情
や
実
態
把
握
に
努
め
る
と
と

も
に
、引
き
続
き
国
の
動
向
を
注
視
し
て

い
く
。

　
　
他
の
質
問　
都
市
軸
道
路
な
ど
。

議
員　
市
民
活
動
支
援
の
ひ
と
つ
に
、集

会
所
の
増
改
築
や
修
繕
に
対
す
る
補
助

金
の
制
度「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
特
別
整

備
事
業
」が
あ
る
。み
さ
と
団
地
や
早
稲

田
団
地
な
ど
、国
や
県
に
よ
り
大
規
模
開

発
さ
れ
た
地
域
で
は
、公
園
や
広
場
、商

業
施
設
、調
整
池
や
排
水
溝
な
ど
が
配
置

さ
れ
、分
譲
エ
リ
ア
で
は
そ
う
し
た
公
共

性
の
高
い
場
所
や
設
備
が
住
民
の
自
主

管
理
と
さ
れ
て
お
り「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
＝
集
会
所
」と
は
限
ら
な
い
状
況
で
あ

る
。一
方
で
、新
座
市
で
は
、当
初
、集
会

所
の
み
で
あ
っ
た
が
、団
地
な
ど
の
ま
ち

の
現
状
に
あ
わ
せ
て
改
正
さ
れ
、公
園
や

排
水
溝
な
ど
の
修
繕
に
対
し
て
市
か
ら

補
助
金
の
支
援
が
あ
る
。市
と
し
て
の
見

解
は
。

市
民
経
済
部
長　
私
有
地
の
整
備
や
修

繕
は
所
有
者
の
責
任
と
費
用
で
行
う
べ

き
も
の
で
あ
る
が
、大
規
模
開
発
さ
れ
た

エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、所
有
者
の
み
な
ら

ず
不
特
定
多
数
の
か
た
に
利
用
さ
れ
て

い
る
公
共
性
の
高
い
エ
リ
ア
も
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、先
進
自
治
体
の
事
例
を

調
査
検
討
を
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　
農
業
と
食
な
ど
。

議
員　
高
州
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、県

営
み
さ
と
公
園
付
近
に
あ
る
こ
と
か
ら

週
末
に
は
多
く
の
方
々
が
利
用
で
き
る

環
境
に
存
在
し
て
い
る
。近
隣
に
お
住
い

の
ご
高
齢
の
方
々
も
よ
く
利
用
さ
れ
て

い
る
場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
、お
土
産
販

売
所
を
設
け
て
は
と
の
声
を
伺
っ
た
。三

郷
市
内
で
も
商
工
会
の
ご
協
力
の
も
と

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

特
別
整
備
事
業
」に
つ
い
て

特
別
整
備
事
業
」に
つ
い
て

高
州
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー
に

高
州
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー
に

お
土
産
販
売
所
を

お
土
産
販
売
所
を

そ
の
他
の
質
問

議
員

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

議
員

子
ど
も
未
来
部
長

高州地区文化センター高州地区文化センター

議
員

市
長

市
民
経
済
部
長

市
民
経
済
部
長
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一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、学
校
給
食
費
の

無
償
化
を
継
続
し
、物
価
高
騰
に
苦
し
む

子
育
て
世
代
を
支
援
す
る
よ
う
市
長
の

英
断
を
求
め
る
。

市
長　
令
和
４
年
９
月
分
か
ら
令
和
５

年
３
月
分
ま
で
の
学
校
給
食
費
の
減
免

に
つ
い
て
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油

価
格
及
び
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る

家
庭
に
対
す
る
負
担
軽
減
策
と
し
て
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用
を
図
っ
た
も

の
で
あ
る
。本
来
、学
校
給
食
費
に
つ
い

て
は
学
校
給
食
法
の
規
定
に
基
づ
き
保

護
者
負
担
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
る
が
、今
後
の
経
済
情
勢
の
推
移
、景

気
の
状
況
、国
の
動
向
を
注
視
し
て
い

く
。

そ
の
他
の
質
問　
地
域
交
通
問
題
な
ど
。

一般質問

議
員　
病
気
や
要
介
護
状
態
等
の
家
族

へ
の
介
護
に
追
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
、

い
わ
ゆ
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る

支
援
は
、子
ど
も
達
が
学
業
や
友
人
達
と

の
大
切
な
時
間
を
過
ご
す
権
利
を
守
る

た
め
に
も
非
常
に
重
要
で
あ
る
。今
年
度

か
ら
始
ま
っ
た
、国
に
よ
る
財
政
支
援
で

あ
る「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
体
制
強
化

事
業
」等
を
活
用
し
て
、市
内
に
お
け
る

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
詳
細
な
実
態
把
握・

支
援
体
制
の
構
築
を
早
急
に
実
施
し
、そ

の
う
え
で
必
要
な
支
援
を
幅
広
く
届
け

ら
れ
る
よ
う
民
間
企
業
等
と
の
連
携
も

併
せ
て
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
が
、市
の

見
解
は
。

子
ど
も
未
来
部
長　
今
後
補
助
制
度
の

活
用
を
検
討
す
る
こ
と
と
併
せ
て
、県
に

お
い
て
広
範
で
進
め
る
べ
き
支
援
と
市

に
お
い
て
き
め
細
や
か
に
行
う
べ
き
支

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
につい

て

つ
い
て

援
を
整
理
し
な
が
ら
実
態
把
握
に
努
め

て
い
く
。

福
祉
部
長　
民
間
企
業
等
の
知
見
や
マ

ン
パ
ワ
ー
を
活
用
し
課
題
の
解
決
に
活

か
し
て
い
く
こ
と
は
大
変
意
義
の
あ
る

こ
と
と
捉
え
て
い
る
。今
後
も
機
会
を
捉

え
て
連
携
を
深
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　
自
主
財
源
施
策
。

議
員　
東
京
都
は
東
京
駅
か
ら
有
明・東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
駅
ま
で
に
７
駅
を
設

置
し
、２
０
４
０
年
頃
の
開
業
を
目
指
す

地
下
鉄
新
線
の
事
業
計
画
案
を
発
表
し

た
。将
来
的
に
は
茨
城・千
葉
方
面
と
秋

葉
原
を
つ
な
ぐ「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
」と
の
接
続
も
検
討
す
る
と
い
う
も
の

で
、Ｔ
Ｘ
の
東
京
駅
延
伸
が
現
実
味
を
帯

び
て
き
た
。こ
の
機
に
市
も
現
在
50
％
あ

る
市
街
化
調
整
区
域
を
市
街
化
区
域
に

編
入
し
、少
子
化
の
中
で
も
永
続
的
に
発

展
で
き
る
よ
う
諸
施
策
を
講
ず
る
必
要

が
あ
る
。そ
の
為
に
区
画
整
理
事
業
に
早

期
に
取
り
組
み
、市
街
化
区
域
を
増
や

し
、人
口
増
を
図
る
。企
業
誘
致
を
積
極

的
に
行
い
、住
宅
用
地
も
併
せ
て
準
備
す

る
。先
の
草
加
市
の
区
画
整
理
事
業
後
の

工
場
誘
致
に
は
申
し
込
み
が
殺
到
し
た

例
も
あ
る
。中
国
進
出
企
業
の
中
に
は
、

人
件
費
の
高
騰
、輸
送
費
の
増
大
等
で
コ

ス
ト
高
と
な
り
国
内
回
帰
が
始
ま
り
だ

し
た
。他
市
に
先
駆
け
て
先
陣
を
切
っ
て

は
ど
う
か
。

市
長　
市
街
化
区
域
編
入
と
併
せ
土
地

区
画
整
理
事
業
な
ど
を
中
心
と
し
た
都

市
基
盤
整
備
に
よ
り
、拠
点
の
整
備
を
実

現
し
て
き
た
。今
後
も
引
き
続
き
、市
の

第
５
次
三
郷
市
総
合
計
画
に
掲
げ
る
重

点
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
、「
持
続
可
能

な
拠
点
の
形
成　
ま
ち
づ
く
り
は
道
づ

く
り
」に
基
づ
き
魅
力
と
活
力
の
あ
る
持

続
的
に
発
展
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　
保
育
問
題
。

議
員　
市
で
は
物
価
高
騰
に
対
応
す
る

た
め
、国
の
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
７

か
月
間
に
及
び
学
校
給
食
費
の
無
償
化

を
お
こ
な
っ
て
い
る
。多
く
の
保
護
者
に

喜
ば
れ
て
お
り
、た
く
さ
ん
の
方
々
が
来

年
４
月
以
降
の
継
続
を
求
め
て
い
る
。新

聞
記
事
に
よ
れ
ば
、２
０
２
３
年
度
は
２

人
以
上
の
世
帯
で
さ
ら
に
約
４
万
円
の

負
担
増
と
試
算
し
て
い
る
。物
価
高
騰
の

見
通
し
は
改
善
す
る
ど
こ
ろ
か
悪
化
の

市
街
化
調
整
区
域
の

市
街
化
調
整
区
域
の

市
街
化
区
域
へ
の
編
入
に
つ
い
て

市
街
化
区
域
へ
の
編
入
に
つ
い
て

議
員

そ
の
他
の
質
問

議
員

そ
の
他
の
質
問

子
ど
も
未
来
部
長

給
食
費
の
無
償
化
継
続
を

給
食
費
の
無
償
化
継
続
を

議
員

そ
の
他
の
質
問

ヤングケアラーハンドヤングケアラーハンド
ブック（埼玉県作成）ブック（埼玉県作成）

福
祉
部
長

市
長

市
長
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きらりとひかる田園都市みさと補正予算トピックス・議会あれこれ

補正予算トピックス補正予算トピックス

◇補正予算に盛り込まれた主な事業◇◇補正予算に盛り込まれた主な事業◇

議案第77号　令和４年度三郷市一般会計補正予算（第７号）

三郷市生活支援臨時特別給付金事業三郷市生活支援臨時特別給付金事業
256,500千円

内�容　国の緊急支援給付金を受給していない世
帯のうち、世帯所得が200万円以下の世帯を対
象に、エネルギー・食料品価格等の物価高騰に
よる負担を軽減するため、一世帯あたり２万円
の支援を行うもの。
Q　周知方法は。
Ⓐ�　広報やホームページを活用するとともに、対
象となるかたへ、直接お知らせを届けることが
できるよう検討していく。

障害福祉サービス給付事業障害福祉サービス給付事業
30,504千円

内�容　福祉・介護職員の処遇改善を目的として障
害福祉サービス等の報酬改定が行われたため、
介護給付費等を増額するもの。
Q　処遇改善の詳細な内容は。
Ⓐ�　令和３年11月19日に閣議決定された「コロ
ナ克服・新時代開拓のための経済対策」を踏ま
え、国において、令和４年10月以降について障
害福祉サービス等の報酬改定が行われた。これ
により、事業所が、福祉・介護職員等の収入を
３％、月額９千円相当を引き上げる措置を講じ
るための「福祉・介護職員等ベースアップ等支
援加算」が創設された。

鷹野学校給食センター運営管理事業鷹野学校給食センター運営管理事業
13,966千円

内�容　エネルギー価格の高騰による燃料費、光熱
水費を増額する。また、老朽化している施設の
整備や機材の修繕及び今後突発的に起こる機
械の故障に対応するもの。

岩野木学校給食センター運営管理事業岩野木学校給食センター運営管理事業
8,260千円

【他市からの行政視察がありました】
○「自主防災組織の取り組み」について…11月９日に島根県出雲市議会総務常任委員会。
○�「自主防災組織連絡協議会推進事業、自主防災組織設立及び活動推進事業」について…11月10
日に福岡県糸島市議会総務文教常任委員会。
○「日本一の読書のまち推進事業」について…11月14日に愛知県常滑市議会文教厚生委員会。

【視察研修を行いました】
○「無所属」議員…11月７日に千葉県柏市の「柏の葉スマートシティ」について。
○�「政志会」…11月８日に島根県安来市の「安来節演芸館整備の経緯・手法、概要」、「伝統文化」につ
いて、９日に島根県大田市の「移住・定住推進の取り組み」について、10日に島根県出雲市の「縁
結びデジタルプロモーション事業の概要及び産業観光情報発信事業」、「出雲の『いいね！』発信
事業の概要及び縁結び情報発信」について。

【議員の所属会派変更】
11月21日付で、一色雄生議員が、「無所属」から「２1世紀クラブ」に所属会派を変更しました。
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国・政府に要望・人事案件・請願

【議会の詳細は「会議録」で】
　三郷市議会ホームページまたは、市役所内の市政
情報コーナー、図書館などで「会議録」を閲覧するこ
とができます。なお、12月定例会の会議録は２月下
旬に更新する予定です。
▶�会議録速報版を公開…閉会から１か月を目安に、
ホームページにてＰＤＦ形式で公開していますの
でご覧ください。

URL　https://ssp.kaigiroku.net/tenant/misato/SpTop.html
三郷市議会　会議録 検索

　
帯
状
疱
疹
は
、過
去
に
水
痘
に
罹
患
し

た
者
が
、加
齢
や
過
労
、ス
ト
レ
ス
な
ど

に
よ
る
免
疫
力
の
低
下
に
よ
り
、体
内
に

潜
伏
す
る
帯
状
疱
疹
ウ
イ
ル
ス
が
再
燃

し
発
症
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
日
本
人
で
は
、50
歳
代
か
ら
発
症
率
が

高
く
な
り
、80
歳
ま
で
に
３
人
に
１
人
が

発
症
す
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、治
療
が
長

引
く
ケ
ー
ス
や
後
遺
症
と
し
て
痛
み
な

ど
の
症
状
が
残
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
帯
状
疱
疹
の
発
症
予
防
の
た
め

に
、ワ
ク
チ
ン
が
有
効
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、費
用
が
高
額
に
な
る
こ
と
か
ら
接

種
を
諦
め
る
高
齢
者
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　
帯
状
疱
疹
に
よ
る
神
経
の
損
傷
に
よ�

っ
て
、そ
の
後
も
痛
み
が
続
く「
帯
状
疱

疹
後
神
経
痛
」と
呼
ば
れ
る
合
併
症
に
加

え
、角
膜
炎
、顔
面
神
経
麻
痺
、難
聴
な
ど

を
引
き
起
こ
し
、目
や
耳
に
障
が
い
が
残

る
こ
と
も
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
お
り
ま

す
。

　
そ
こ
で
政
府
に
対
し
て
、一
定
の
年
齢

以
上
の
国
民
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
有

効
性
等
を
早
急
に
確
認
し
、帯
状
疱
疹
ワ

ク
チ
ン
の
助
成
制
度
の
創
設
や
予
防
接

種
法
に
基
づ
く
定
期
接
種
化
を
強
く
求

め
ま
す
。

議
案
第
84
号
　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
へ

の
助
成
並
び
に
定
期
接
種
化
を
求
め
る

意
見
書

公益にかかわることについて、議会
が意思決定機関として意見をまとめ、
議決し、国等の関係機関へ「意見書」
として要望などをすることです。

「意見書」とは…

国・政
府
に
要
望

国・政
府
に
要
望

12
月
定
例
会
で
は
１
件
の
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

▼公平委員会とは
　地方公務員法に基づき、職員の権利・利益を
保護し、その身分を保障するため、条例により
公平委員会が設置されています。

▼公平委員会の委員
　公平委員会は、３人の委員をもって組織さ
れています。委員は、人格が高潔で、地方自治
の本旨及び民主的で能率的な事務の処理に理
解があり、かつ人事行政に関し識見を有する
者のうちから、議会の同意を得て市長が選任
します。 なお、委員の任期は４年です。

公平委員会委員の選任に同意しました。

人事案件

須賀　翼　氏（さつき平二丁目）

　市民要望としての請願が12月定例
会に１件提出されました。結果をお知
らせします。
請願第２号
介護保険制度の改善を求める請願

請  願請  願

請願者
東京民医連労働組合健和会支部　
執行委員長　小倉　喜子　氏
審議結果　不採択
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きらりとひかる田園都市みさと審議結果と賛否

12月定例会の審議結果と賛否をお知らせします

会派名（人数） 所属議員名

政志会（8） 武居 弘治（議長）、篠田 正巳、佐藤 裕之、佐々木 修、田上 広子、
篠田 隆彦、齊藤 幹郎、寺沢 美紗

21世紀クラブ（6） 菊名 裕、岡庭 明、加藤 英泉、柳瀬 勝彦、渡邉 雅人、一色 雄生

公明党（5） 酒巻 宗一、鈴木 深太郎、佐藤 睦郎、鳴海 和美、西村 寿美枝

日本共産党（3） 工藤 智加子、佐藤 智仁、深川 智加

ネットワークみらい（1）市川 文雄

みんなのみさと（1） 宇治 由紀子

※議長は採決に加わっていません。
※このほか陳情１件、要望１件がありました。

号 件              名 結果 政志会 21世紀
クラブ 公明党 日本

共産党
ネットワーク
みらい

みんなの
みさと

議 

案

64 専決処分の承認を求めることについて 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇

65 専決処分の承認を求めることについて 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇

66 三郷市道路線の廃止について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

67 三郷市道路線の変更について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

68 三郷市道路線の認定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

69 三郷市行政組織条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

70 三郷市個人情報の保護に関する法律施行条例 可決 〇 〇 〇 × 〇 ×

71 職員の給与に関する条例及び一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

72 市長及び副市長の給与等に関する条例及び三郷市教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇1
×2 〇 〇

73 三郷市職員の定年等に関する条例等の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

74 三郷市手数料徴収条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

75 三郷市立老人憩いの家設置及び管理条例を廃止する条例 可決 〇 〇 〇 〇1
×2 〇 〇

76 三郷市こども医療費支給に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

77 令和４年度三郷市一般会計補正予算（第７号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

78 令和４年度三郷市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

79 令和４年度三郷市上水道事業特別会計補正予算（第２号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

80 令和４年度三郷市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

81 市長等の給与の特例に関する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

82 公平委員会委員の選任について 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議
員
提
出

83 三郷市議会の個人情報の保護に関する条例 可決 〇 〇 〇 〇2
×1 〇 〇

84 帯状疱疹ワクチンへの助成並びに定期接種化を求める意見書 可決 〇 〇 〇 〇 〇 △
請
願 2 介護保険制度の改善を求める請願 不採択 × × × 〇 × 〇

○＝賛成　×＝反対　△＝棄権
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議会を傍聴しませんか

議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か
　議会傍聴は議会活動に触れることができる最
も身近な方法です。市政への理解を深めていた
だくためにも傍聴をしてみませんか。
※�新型コロナウイルス感染防止のため、傍聴を
されるかたは、入場時に手指消毒及びマスク
の着用をお願いいたします。
　�また、体調のすぐれないかた（せき・発熱な
ど）は、傍聴をお控えください。
※�傍聴の際に手話通訳または要約筆記を希望さ
れるかたは、傍聴希望日のおおむね14日前
までに議会事務局までお申し込みください。

問い合わせ　議会事務局　☎  048（930）7768
FAX048（953）1358

令和５年３月定例会の予定表

月日 曜日 会議別

2/27 月

本会議
（議案説明・
質疑など）

2/28 火

3/3 金

3/6 月

3/7 火
委員会

3/8 水

3/14 火

本会議
（議案採決・
一般質問など）

3/15 水

3/16 木

3/17 金

※�正式には、市長の招集告示を受け、議
会運営委員会を経て、開会日の本会議
で決定します。

手話通訳により傍聴する様子手話通訳により傍聴する様子

★傍聴されるかたは、議長、係員の指示に従ってください。

傍聴のルール
⑴�騒ぎ立てたり、拍手をするなど可否を表明したり、迷
惑となるような行為をしないでください。
⑵�みだりに立ち上がるなど、威圧的な行為をしないでく
ださい。
⑶�携帯電話・カメラ・録音機等の電源はお切りください。
⑷�飲食または喫煙をしないでください。
⑸�その他、議場の秩序を乱し、または会議の妨害となる
ような行為をしないでください。

傍聴 Q&A
Ｑ�．議会を傍聴したいのですが、どのような手続きをす

るのですか。
Ａ�．本会議は原則として、どなたでも傍聴ができます。
　�　通常は午前10時から会議が開かれますので、７階傍聴席入口で氏名・住所を記入してから傍聴
してください。なお、委員会の傍聴は委員長の許可が必要となり、６階議会事務局で受付します。

Ｑ．車椅子でも、議会の傍聴はできますか。
Ａ．車椅子のかたのためのスペース（３席）があります。

次回の３月定例会は２月27日（月）午前10時に開会予定です。
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きらりとひかる田園都市みさと

みさと市議会だより（第192号）
　発行／三郷市議会
　編集／議会だより編集委員会

〒341−8501
埼玉県三郷市花和田648番地１
TEL 048−930−7768（直通）　FAX 048−953−1358
URL  http://www.city.misato.lg.jp

三郷市の歩みと共に
無職　70代　早稲田８丁目在住

　私が三郷に小学校教師として赴任したの
は今から51年前でした。着任の為三郷に
来た時は三郷に駅が無く、東京の金町駅で
下車し、そこからバスで町役場に行きまし
た。町役場というのと、木造二階建ての庁
舎には驚きました。その当時の武蔵野線は
貨物列車のみでした。その後、市となり立
派な市役所がそびえ、駅は３つもでき、直
接東京まで行ける様になり発展を遂げてき
ました。この間、三郷の教育に従事し、同
時に私も家庭を持ち、出産・子育て・子ど
も達の独立を経て、人生のほとんどを三郷
の歩みと共に歩んできました。そんな大切
な三郷には、市民に寄りそった人に優しい
市政で、市民の笑顔が溢れる市になってほ
しいと心から願っています。

市制50周年を迎えて
　無職　70代　さつき平在住
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　�新型コロナウイルス感染症の終息を願うとともに、皆様のご健康とご多幸をお祈り
申し上げます。

　公職選挙法の規定により、議員の寄附行為や時候の挨拶状などは禁止されております。
　市民の皆様に対して、本紙上をもって年頭のご挨拶とさせていただきます。

達成！七福神めぐりスタンプラリー達成！七福神めぐりスタンプラリー

　私も三郷市に住まい48年が経ち
ました。
　引越して来た当時はまだ陸の孤
島と言われ、都心へのアクセスが
悪く、通勤は大変でしたが、周り
には自然が多くあり、休日には子
ども達を自転車に乗せ、ザリガニ
釣りや土手での芝滑りなど楽しい
思い出がいっぱいです。
　新三郷駅が出来てからの発展は
目覚ましく、あっという間に大型
商業施設ができ便利になりました。
　70歳の中盤になり、市で行われ
ている健康増進の企画や農業体験、
さつき盆栽講習会などいろいろと
参加しています。
　これからも自然を残し住みやす
い魅力あるまちづくりを期待して
います。

本年もよ
ろしくお願いいたします本年もよ
ろしくお願いいたします




